
 - 1 -

平成28年度日本鉱物科学会賞第16回受賞者 
 

受賞者氏名：大藤弘明会員（愛媛大学） 

 

受賞題目「ナノ－ミクロ領域における鉱物の結晶化・組織化メカニズムに関する研究」 

 

受賞理由 

 

 大藤弘明氏は，電子顕微鏡を用いたナノ－ミクロ構造の直接観察を主要な手

段とし，天然および合成鉱物の結晶化や自己組織化のメカニズム，構造相転移

などに関する研究を推進してきた。また最近では，このような手法を，高圧合

成ダイヤモンドをはじめとした新規超硬物質の探索や特性の解明にも応用し，

鉱物科学の新たな展開を試み，大きな成果を上げている。  
大藤氏の初期の研究の代表例として，フランボイダルパイライト（パイライ

ト，FeS2 の顕微的な木苺状集合体）の微細構造と組織化メカニズムに関する研究が挙げられる。

フランボイダルパイライトは，自然界において堆積物中などにごく普遍的に産出するにも関わらず，

その成因や特異な木苺状組織の形成過程は長らく不明であった。大藤氏はその断面組織の観察法を

独自に工夫することによって，構成粒子の三次元的な充填構造を初めて可視化し，その結果，自然

界では初めての例となる20 面体の対称性を持つ充填構造を発見した。20 面体構造は，面心立方充

填とならぶ最密充填構造として，実験室で合成，観察される原子クラスターや多重双晶粒子などに

おいて観察されているが，従来は（粒子の表面積が体積よりも支配的な）ナノスケールにおいての

み安定な構造と認識されていた。大藤氏の発見は，この従来の認識を覆し，ミクロスケールにおけ

る微結晶粒子（コロイド）の凝集の過程においても，20面体充填がエネルギー的に安定構造となり

得ることを示したもので，ナノ－ミクロ境界領域における微粒子の特性と物理挙動を理解する上で

極めて重要な成果である。  
一方で大藤氏は，透過型電子顕微鏡や電子線後方散乱回折装置を用いた高度な微細構造観察技術

と，鉱物学・結晶学に基づく豊富な知識と経験を物質・材料科学的研究へも積極的に応用し，著し

い成果を上げている。特に，高圧下でグラファイト（黒鉛）からの直接変換によって合成され，高

い硬度を有するナノ多結晶ダイヤモンドの研究においては，その結晶化・組織化のメカニズムの全

容解明を行い，それにより同材料の組織制御を可能にし，機械特性の向上へ結びつけた。大藤氏は

このメカニズム解明に基づき，出発物質に用いるグラファイトの結晶性を変化させ，アモルファス

様から層状に至るまでの様々な組織を有する機能性ダイヤモンドを生み出すことにも成功してい

る。中でも，準安定相のため純粋なバルク体の合成は不可能とされてきた六方晶ダイヤモンドの高

圧合成に世界で初めて成功（特許取得済み）したことは特筆すべき点である。この六方晶ダイヤモ

ンドは，最近の理論計算によって（通常の）立方晶ダイヤモンドを凌ぐ高い硬度を有する可能性が

高いと予測されており，新たな硬質材料としても期待されている。なお，この合成技術に関する特

許の PCT 国際出願および指定国移行手続きに際して，科学技術振興機構（JST）の全面的なサポ

ートを受けており，その高い注目度，期待度がうかがえる。 
さらに大藤氏はその研究の焦点を自然界へも向けなおし，透過型電子顕微鏡による詳細な微細組

織観察に基づき，ロシアの巨大クレーター中から，隕石衝突の際の高温高圧条件下で生成された天

然版のナノ多結晶ダイヤモンドを初めて発見し，その成果はマスメディアでも大きく取り上げられ

た。一方で，電子線後方散乱回折法を活用した天然の多結晶ダイヤモンドの微細組織観察により，

その形成過程に新たな制約を与えるとともに，単結晶ダイヤモンド及びその包有物の生成過程の研

究においても，これらの手法を利用した新たな展開をもたらしている。 
大藤氏の進めるこのような研究は，鉱物の結晶化，組織化メカニズムの本質理解にとどまらず，

近年さまざまな観点から注目されているナノ材料の特性や形成過程を理解し，高度化するために不

可欠なものであり，鉱物学や地球科学の分野を超えて研究の新たな地平を切り開いているという点

で高く評価される。同氏はこれまでに 100 編以上の原著論文を公表し，うち2 編で論文賞を受賞

するなど，突出した業績を上げており，鉱物科学の発展と分野を超えた新たな学際的研究の開拓へ

の高い貢献度を踏まえ，日本鉱物科学会学会賞の受賞者として相応しいと判断される。 
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